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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第97期
第１四半期
累計期間

第98期
第１四半期
累計期間

第97期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日

至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,578,733 1,657,760 6,534,350

経常利益 （千円） 70,957 54,205 201,954

四半期（当期）純利益 （千円） 62,527 56,087 264,180

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） ― ― ―

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 62,280 62,280 62,280

純資産額 （千円） 2,216,203 2,575,731 2,529,582

総資産額 （千円） 5,537,447 5,774,372 5,808,440

１株当たり四半期（当期）　
純利益金額

（円） 1.01 0.90 4.25

潜在株式調整後１株当たり　
四半期（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

１株当たり配当額 （円） ― ― 1.00

自己資本比率 （％） 40.0 44.6 43.6
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標の推移につい

ては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、雇用情勢等の改善や各

種政策により穏やかな回復基調が続いております。世界経済につきましては欧米等では、米国の政策に伴う不透明

感が残るものの景気は着実な回復が続いており、またアジア地域等においても、景気は持ち直しの動きがみられる

など、全体的に穏やかな回復がみられました。

このような状況の中、当社におきましても、営業収入は堅調に推移しております。

当第１四半期累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）における当社の業績につきましては、営業収入

の堅調な推移にも拘わらず、営業利益は前年同四半期比では大きく減少しております。これは、人件費を含めた原

価率の上昇等によるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　

また、投資有価証券売却益12,562千円を特別利益として計上しております。

 

この結果、当第１四半期累計期間における営業収入は1,657,760千円で、前年同四半期累計期間と比べ79,027千円

（5.0％）の増収となりました。営業利益は19,144千円で、前年同四半期累計期間と比べ34,469千円（64.3％）の大

幅な減益、経常利益は54,205千円で、前年同四半期累計期間と比べ16,752千円（23.6％）の減益となりました。ま

た、四半期純利益は56,087千円となり、前年同四半期累計期間と比べ6,440千円（10.3％）の減益となりました。

 

各セグメントの業績の状況は次の通りであります。　

①港湾運送事業　

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましても、営業収入は堅調に推移したものの、人件費を含めた

原価率の増加等により前年同四半期比減益となりました。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は1,592,852千円で、前年同四半期累計期間

と比べ72,099千円（4.7％）の増収となり、全セグメントの96.1％を占めております。　

セグメント利益（営業利益）は112,666千円で、前年同四半期累計期間と比べ11,141千円（9.0％）の減益となり

ました。

 

②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、引き続き採算悪化傾向にあります。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は63,507千円で、前年同四半期累計期間と比

べ7,213千円（12.8％）の増収となり、全セグメントの3.8％を占めております。

セグメント損失（営業損失）は11,691千円で、前年同四半期累計期間と比べ3,979千円（前年同四半期累計期間は

7,712千円）の減益となりました。
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③その他

当セグメントにおきましては、引き続き海上保険収入が伸び悩みました。

この結果、営業収入は1,400千円で、前年同四半期累計期間と比べ286千円（17.0％）の減収となり、全セグメン

トの0.1％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は1,378千円で、前年同四半期累計期間と比べ287千円（17.2％）の減益となりまし

た。

 

（２）財政状態の分析

　（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より105,416千円減少して3,272,010千円となりまし

た。これは立替金の減少73,094千円、営業未収入金の減少40,297千円等によるものであります。　

（固定資産）　

当第１四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末より72,257千円増加して2,496,379千円となりまし

た。これは投資有価証券の増加65,094千円、車両運搬具（純額）の増加13,939千円、のれんの減少6,982千円等によ

るものであります。

（繰延資産）　

当第１四半期会計期間末における繰延資産は、前事業年度末より909千円減少して5,982千円となりました。これ

は社債発行費の減少によるものであります。　

（流動負債）　

当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より14,013千円減少して1,621,336千円となりまし

た。これは未払金の増加71,536千円、未払法人税等の減少27,976千円、賞与引当金の減少27,280千円、短期借入金

の減少25,200千円等によるものであります。　

（固定負債）　

当第１四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末より66,203千円減少して1,577,304千円となりまし

た。これは長期借入金の減少48,632千円、社債の減少17,750千円等によるものであります。　

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業度末より46,148千円増加して2,575,731千円となりました。こ

れはその他有価証券評価差額金の増加52,291千円、利益剰余金の減少6,078千円等によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

(注） 平成29年６月27日開催の第97期定時株主総会において、当社普通株式について、10株を１株の割合で併合する

旨、及び株式併合の効力発生日である平成29年10月１日をもって発行可能株式総数を150,000,000株から

15,000,000株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,280,394 62,280,394
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 62,280,394 62,280,394 － －
 

(注） 平成29年６月27日開催の第97期定時株主総会において、株式併合の効力発生日である平成29年10月１日をもっ

て単元株式数を1,000株から100株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ―　 62,280,394 ― 2,394,398 ― 52,473
 

 
 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在　

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ －

普通株式 114,000
（相互保有株式）

－ －
普通株式 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,430,000 61,430 －

単元未満株式 普通株式 736,394 － －

発行済株式総数  62,280,394 － －

総株主の議決権 － 61,430 －
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株（議決権

12個）含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式562株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社大運

大阪市中央区久太郎町4-
1-3

 
114,562

 
―

 
114,562

 
0.18

計 ― 114,562 ― 114,562 0.18
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、かがやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,124,473 2,119,266

  受取手形 4,080 4,910

  営業未収入金 756,071 715,773

  立替金 440,259 367,164

  その他 54,520 66,716

  貸倒引当金 △1,978 △1,820

  流動資産合計 3,377,426 3,272,010

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 148,589 151,977

   構築物（純額） 2,782 3,503

   機械及び装置（純額） 5,868 4,908

   車両運搬具（純額） 52,936 66,876

   工具、器具及び備品（純額） 15,111 14,202

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 38,936 36,042

   有形固定資産合計 840,408 853,694

  無形固定資産   

   のれん 279,310 272,327

   その他 27,471 21,630

   無形固定資産合計 306,781 293,958

  投資その他の資産   

   投資有価証券 912,094 977,188

   差入保証金 117,760 117,187

   その他 509,176 513,928

   貸倒引当金 △262,099 △259,578

   投資その他の資産合計 1,276,930 1,348,726

  固定資産合計 2,424,121 2,496,379

 繰延資産   

  社債発行費 6,892 5,982

  繰延資産合計 6,892 5,982

 資産合計 5,808,440 5,774,372
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 44,436 45,473

  営業未払金 546,991 527,105

  短期借入金 66,400 41,200

  1年内償還予定の社債 156,800 156,800

  1年内返済予定の長期借入金 597,963 615,963

  未払金 47,656 119,192

  未払法人税等 46,348 18,372

  賞与引当金 38,720 11,440

  その他 90,034 85,789

  流動負債合計 1,635,350 1,621,336

 固定負債   

  社債 175,200 157,450

  長期借入金 1,184,572 1,135,940

  退職給付引当金 212,669 215,802

  その他 71,067 68,112

  固定負債合計 1,643,508 1,577,304

 負債合計 3,278,858 3,198,641

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 52,473 52,473

   資本剰余金合計 52,473 52,473

  利益剰余金   

   利益準備金 － 6,216

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 264,180 251,885

   利益剰余金合計 264,180 258,102

  自己株式 △11,189 △11,253

  株主資本合計 2,699,863 2,693,720

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △170,281 △117,989

  評価・換算差額等合計 △170,281 △117,989

 純資産合計 2,529,582 2,575,731

負債純資産合計 5,808,440 5,774,372
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

営業収入 1,578,733 1,657,760

営業原価 1,454,071 1,548,405

営業総利益 124,661 109,355

販売費及び一般管理費 71,047 90,210

営業利益 53,613 19,144

営業外収益   

 受取利息 8 5

 受取配当金 10,666 11,495

 受取手数料 6,328 5,635

 受取家賃 17,866 19,416

 雑収入 11,016 13,103

 営業外収益合計 45,886 49,656

営業外費用   

 支払利息 6,424 5,394

 社債発行費償却 909 909

 支払手数料 6,382 4,509

 不動産賃貸費用 9,838 3,016

 雑損失 4,988 765

 営業外費用合計 28,542 14,595

経常利益 70,957 54,205

特別利益   

 固定資産売却益 4,075 3,940

 投資有価証券売却益 － 12,562

 特別利益合計 4,075 16,503

特別損失   

 固定資産売却損 30 －

 特別損失合計 30 －

税引前四半期純利益 75,002 70,708

法人税、住民税及び事業税 12,474 14,620

法人税等合計 12,474 14,620

四半期純利益 62,527 56,087
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

 　該当事項はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期累計期間

(自　平成29年４月１日至　平成29年６月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 前第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年６月30日）

減価償却費 19,403千円  20,656千円

のれんの償却額  6,982千円  6,982千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

 
当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１　配当に関する事項

 
決議 株式の種類 配当の原資

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月27日
定時株主総会　

普通株式 利益剰余金 62,166 1.0 平成29年３月31日 平成29年６月28日
 

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,520,753 56,293 1,577,046 1,686 1,578,733 ― 1,578,733

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

400,142 104,797 504,940 ― 504,940 △504,940 ―

計 1,920,895 161,091 2,081,987 1,686 2,083,673 △504,940 1,578,733

セグメント利益又は
損失(△)

123,807 △7,712 116,095 1,665 117,761 △64,147 53,613
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△64,147千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,592,852 63,507 1,656,360 1,400 1,657,760 ― 1,657,760

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

408,355 95,755 504,111 ― 504,111 △504,111 ―

計 2,001,208 159,262 2,160,471 1,400 2,161,871 △504,111 1,657,760

セグメント利益又は
損失(△)

112,666 △11,691 100,975 1,378 102,353 △83,209 19,144
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△83,209千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 1円01銭 0円90銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（千円） 62,527 56,087

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 62,527 56,087

　普通株式の期中平均株式数（千株） 62,168 62,165
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月14日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   上   田   勝   久   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   深　　井　　大　　督   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第98期事業年度の第１四半期会計期間(平成29年４月１日から平成29年６

月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の平成29年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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